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【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成30年9月7日(2018.9.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発光層を少なくとも備える深紫外光発生用ターゲットにおいて、前記発光層が、少なく
ともガリウムを含有し、且つ、コランダム構造を有する酸化物を含むことを特徴とする深
紫外光発生用ターゲット。
【請求項２】
　前記発光層は、第１の層と、第１の層とは異なる材料を主成分とする第２の層とが、少
なくとも１層ずつ交互に積層されている量子井戸構造を有する請求項１記載の深紫外光発
生用ターゲット。
【請求項３】
　第１の層および第２の層の主成分が、それぞれガリウムを少なくとも含有する酸化物で
ある請求項２記載の深紫外光発生用ターゲット。
【請求項４】
第１の層および第２の層の主成分のいずれかが、アルミニウムを少なくとも含有する酸化
物である請求項２または３に記載の深紫外光発生用ターゲット。
【請求項５】
　第１の層および第２の層の主成分が、それぞれコランダム構造を有する酸化物である請
求項２～４に記載の深紫外光発生用ターゲット。
【請求項６】
　前記発光層が、透明基板上に直接または他の層を介して積層されている請求項１～５の
いずれかに記載の深紫外光発生用ターゲット。
【請求項７】
　前記透明基板が、コランダム構造を有する請求項６記載の深紫外光発生用ターゲット。
【請求項８】
　前記透明基板が、ガリウムを含む請求項６または７に記載の深紫外光発生用ターゲット
。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれかに記載の深紫外光発生ターゲットと、前記深紫外光発生ターゲ
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ットに電子線または正イオンを衝突させる手段とを有することを特徴とする深紫外光源。
【請求項１０】
　請求項９記載の深紫外光源を具備する深紫外発光素子。
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